
学 会 記 事

14)新生児期に下肢麻 痔 で 発 見 さ れ た 神経芽腫
の2例

川

山
沼
滝

藤

中

内
飯
大

内

子
驚

厳
寒
聡

轟
志

悪

事
洋

見
開
濁
木
田

田
井

浅
片
岩
八
金

新
荒

浮(

則
史
博

7

昌
泰
雅

纂

7
11.1･､､

県立がんセンター
新潟病院小児科

新 潟 大
小児外科

新 潟 市 民
小児外科

新生児期に下肢麻痔で発見され,その後神経芽腫と診

断された2例を報告する.

症例1 正常満期産1歳10カ月女児 :出生時より左下

肢麻痔があり,リハビリテーションを受けていた.生後

4カ月時に右下肢麻碑と腹部腫癌を指摘され,右後腹膜

stageⅢの神経芽鹿と診断された.進行神経芽腫として

治療を行なったが両下肢麻樺と膜状直腸障害が残存して
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いる.

症例2 正常満期産8カ月男児 :生後1カfH二右下肢

麻噂に気付かれ∴卜肢蘇峰としてリハビリテーションを

受けていた.生後3カ月に背部腫癖を発見され,左後腹

膜原発 stageⅢの神祥葦芽膿と診断された,進行神経芽

腫として治療を行なったが下肢麻痔が残存している,

考案 :lttl生時下肢蘇峰のリハビリテーションに際して

は神経芽腫も否定しておく必要がある.
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